
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部、下部にそれぞれ大径部、小径部を形成し、該小径部に吸入口を有する固定シリン
ダと、段付きの軸孔を有し、下部のスカート部を介して前記大径部に摺動自在に組み込む
第１のピストンと、前記小径部に摺動自在に組み込む逆止弁付きの第２のピストンとを備
えてなり、前記第１のピストンは、前記軸孔に向けて傾斜するガイド面を前記スカート部
の天面に形成 し、前
記第２のピストンは、ばねを介して上方に付勢し、前記第１のピストンの軸方向に相対移
動することにより前記軸孔を開閉することを特徴とする液体噴射用のポンプ機構。
【請求項２】
　前記各ガイド片は、外面に膨出部を形成することを特徴とする請求項 記載の液体噴射
用のポンプ機構。
【請求項３】
　前記ガイド片は、前記逆止弁に対するストッパ片を兼ねることを特徴とする請求項 ま
たは請求項 記載の液体噴射用のポンプ機構。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、薬液を含む任意の液体を正しく一定量ずつ噴射させることができる液体噴射
用のポンプ機構に関する。
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するとともに、前記スカート部の内側に複数のガイド片を円形に垂設

１

１
２



【０００２】
【従来の技術】
点鼻薬や咽喉薬等の薬液を収納する薬液容器には、薬液を患部に噴射するために、ポンプ
機構が組み込まれている（図５）。
【０００３】
従来のポンプ機構は、薬液容器の口部に装着する固定シリンダ１と、固定シリンダ１に対
して同軸状に組み合わせる第１、第２のピストン２、３とを備えている。第１のピストン
２は、下部のスカート部２ｂを介して固定シリンダ１の上部の大径部１ａに摺動自在に組
み込まれており、第２のピストン３は、上向きのフレア部３ｂを介して固定シリンダ１の
小径部１ｂに組み込まれている。なお、第２のピストン３は、先端の傾斜面３ａを介し、
第１のピストン２の段付きの軸孔２ｃを下方から開閉することができる。また、第２のピ
ストン３には、ゴムなどの弾性体のチューブからなる逆止弁３ｄが装着されており、逆止
弁３ｄは、図示しない吸入口に連なる軸穴３ｃを外側から閉じることができる。
【０００４】
そこで、このものは、図示しない操作ノズルを介して第１のピストン２を押し下げること
により、スカート部２ｂとフレア部３ｂとの間の計量室Ａに充満している薬液を軸孔２ｃ
内に圧送し、第１のピストン２の先端のノズルチップを介して薬液を噴射させることがで
きる（同図の矢印Ｋ a 方向）。第１のピストン２が押し下げられて計量室Ａの内圧が高く
なると、第２のピストン３は、図示しないばねに抗して下方に押し下げられ、軸孔２ｃを
開くことができるからである。ただし、このとき、計量室Ａからの薬液は、スカート部２
ｂの内部に垂設されているガイド筒２ｄのスリット２ｄ 1 を介して軸孔２ｃの下部に流入
する。
【０００５】
　その後、第１のピストン２に加える押圧力を除去すると、第１、第２のピストン２、３
は、図示しないばねにより、一体となって上方に復帰して計量室Ａ内を負圧にし、軸穴３
ｃ、逆止弁３ｄを介して薬液を計量室Ａ内に吸引することができる。すなわち、このもの
は、第１のピストン２を繰返し押し操作することにより、薬液を間欠的に患部に向けて噴
射することができる。
【０００６】
なお、かかるポンプ機構は、ねじ式のキャップ４、パッキン１ｆを介し、図示しない薬液
容器の口部に装着するのが普通である。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
かかる従来技術によるときは、第１のピストン２の押し操作ごとの薬液の噴射量が一定と
ならず、噴射量にばらつきを生じることがあるという問題があった。第１のピストン２の
スカート部２ｂの天面２ｂ 1 は、軸孔２ｃに向けて広い水平面に形成されているため、こ
こにエアが溜まり易く、溜まったエアが容易に排出されないので、計量室Ａを介して計量
される一回の押し操作ごとの薬液量に変動を生じることが少なくないからである。
【０００８】
そこで、この発明の目的は、かかる従来技術の問題に鑑み、第１のピストンのスカート部
の天面に傾斜するガイド面を形成することによって、計量室の上部のエアを軸孔に排出し
易くし、押し操作ごとの噴射量のばらつきを最少に抑えることができる液体噴射用のポン
プ機構を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　かかる目的を達成するためのこの発明の構成は、上部、下部にそれぞれ大径部、小径部
を形成し、小径部に吸入口を有する固定シリンダと、段付きの軸孔を有し、下部のスカー
ト部を介して大径部に摺動自在に組み込む第１のピストンと、小径部に摺動自在に組み込
む逆止弁付きの第２のピストンとを備えてなり、第１のピストンは、軸孔に向けて傾斜す
るガイド面をスカート部の天面に形成するとともに、スカート部の内側に複数のガイド片
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を円形に垂設し、第２のピストンは、ばねを介して上方に付勢し、第１のピストンの軸方
向に相対移動することにより軸孔を開閉することをその要旨とする。
【００１０】
　なお、各ガイド片は、外面に膨出部を形成してもよい。
【００１１】
　また、ガイド片は、逆止弁に対するストッパ片を兼ねてもよい。
【００１２】
【作用】
かかる発明の構成によるときは、第１のピストンは、軸孔に向けて傾斜するガイド面がス
カート部の天面に形成されているから、スカート部の天面、すなわち計量室の上部にエア
が溜まるおそれがない。計量室の上部のエアは、ガイド面に沿って、速やかに軸孔に排出
することができるからである。すなわち、第１のピストンの押し操作ごとにスカート部の
下部の計量室によって計量される液体は、正しく一定に計量され、押し操作ごとの噴射量
のばらつきを最少に抑えることができる。なお、ガイド面は、軸孔に向けて直線状に傾斜
させてもよく、滑らかな曲線状に傾斜させてもよい。
【００１３】
スカート部の内側に複数のガイド片を円形に垂設すれば、第１のピストンは、組立時にお
いて、ガイド片を介し、軸孔に挿入する第２のピストンを容易に位置決めすることができ
る。ただし、第２のピストンは、倒立させて支持する第１のピストンの軸孔に対し、上方
から挿入するようにして組み立てるものとする。
【００１４】
各ガイド片の外面に膨出部を形成するときは、膨出部は、ガイド片の間に形成されるスリ
ットを介して計量室から第１のピストンの軸孔に流入する液体の流れを一層円滑にするこ
とができ、押し操作の途中において液体の噴射圧力が変動することを防止し、均一な噴射
圧力を実現することができる。
【００１５】
逆止弁のストッパ片を兼ねるガイド片は、逆止弁の位置ずれを防止し、逆止弁の抜止めと
して作用することができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、図面を以って発明の実施の形態を説明する。
【００１７】
液体噴射用のポンプ機構は、固定シリンダ１０と、固定シリンダ１０に組み込む第１のピ
ストン２０、第２のピストン３０とを主要部材としてなる（図１、図２）。ただし、固定
シリンダ１０は、キャップ４０を介して容器５０の口部５１に組み付けられており、第１
のピストン２０の上端部には、操作ノズル６０が取り付けられている。
【００１８】
容器５０の口部５１には、雄ねじ５１ａが形成されている。なお、容器５０は、全体とし
て、手で握り易い大きさ、形状に形成されている。
【００１９】
キャップ４０は、中央部に透孔４１が形成されており、透孔４１の周囲には、第１のピス
トン２０が上下に貫通する下向きの筒部４２が形成されている。キャップ４０の下部内面
には、容器５０の雄ねじ５１ａに適合する雌ねじ４３が形成されており、上部には、大径
の凹部４４が形成されている。
【００２０】
操作ノズル６０は、中間部に左右の操作片６１、６１が突設されており、内部には、軸孔
６２が形成されている。操作ノズル６０の下部には、第１のピストン２０の上端部に適合
するソケット６３が形成されており、ソケット６３の内面には、抜止め用のリブ６３ａ、
６３ａが形成されている。軸孔６２は、中間の段部６２ａを介して上部が小径に絞り込ま
れており、操作ノズル６０の先端のノズルチップ６４に連通している。
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【００２１】
固定シリンダ１０、第１のピストン２０、第２のピストン３０は、同軸状に組み立てられ
ている。
【００２２】
固定シリンダ１０は、上部、下部にそれぞれ大径部１１、小径部１２が形成されている。
大径部１１の上半部は、さらに僅かに大径となっており、側面に通気孔１１ｂが形成され
ている。また、大径部１１の上端には、外フランジ１１ａが形成されている。小径部１２
の下面には、吸引チューブ１３を挿着するソケット１２ａが形成されており、ソケット１
２ａは、吸入口１２ｂを介して小径部１２に連通している。なお、吸引チューブ１３は、
容器５０の底部にまで到達しているものとする。
【００２３】
第１のピストン２０は、上部に軸部２１、下部にスカート部２２を形成して構成されてい
る。軸部２１には、中間に円錐形の段２３ａを有する軸孔２３が形成されており、軸孔２
３の上部は、軸部２１の上端に開口して操作ノズル６０の軸孔６２に連通している。スカ
ート部２２は、固定シリンダ１０の大径部１１に適合しており、スカート部２２の下端に
は、大径部１１の内面に摺接するシール部２２ａが形成されている。そこで、第１のピス
トン２０は、スカート部２２を介し、大径部１１に摺動自在に組み付けられている。
【００２４】
スカート部２２の天面は、軸孔２３に向けて傾斜するガイド面２２ｂに形成されている（
図２、図３）。なお、ガイド面２２ｂの下端は、スカート部２２の内面に連続しており、
上端は、微小な段部２２ｂ 1 を介して軸孔２３に連続している。また、スカート部２２の
内側には、スリット２４ｃ、２４ｃ…を介し、複数のガイド片２４、２４…が等間隔に円
形に垂設されている。各ガイド片２４は、外面に膨出部２４ａが形成されており、内面に
は、中間部から上部にかけて平面部２４ｂが形成されている。なお、各ガイド片２４は、
両側のスリット２４ｃ、２４ｃに向けて両側端面が外側から内側に滑らかに湾曲する断面
形状に形成されており（図３、図４）、膨出部２４ａは、ガイド片２４の下向きの先端か
ら上方の基部に向けて、その幅、高さの双方が滑らかに増加する形状に形成されている。
【００２５】
第２のピストン３０は、上部、中間部にそれぞれ軸部３１、上向きのフレア部３２が形成
されている（図１、図２）。フレア部３２は、固定シリンダ１０の小径部１２に適合して
おり、上端には、小径部１２の内面に摺接するシール部３２ａが形成されている。第２の
ピストン３０は、長い軸部３１を第１のピストン２０の軸孔２３の下部に挿入するととも
に、フレア部３２を介し、小径部１２に摺動自在に組み込まれている。
【００２６】
第２のピストン３０の下部には、軸穴３３が下向きに形成されており、軸穴３３の上部は
、連通孔３３ａ、３３ａを介し、フレア部３２の上方において固定シリンダ１０内に連通
している。ただし、連通孔３３ａ、３３ａは、ゴムなどの弾性体のチューブからなる逆止
弁３４を介して外側から塞がれている。また、軸部３１の上端部には、円錐形の傾斜面３
１ａが形成されており、傾斜面３１ａの上部には、短い小径の突部３１ａ 1 が形成されて
いる。なお、第１のピストン２０のガイド片２４、２４…は、第２のピストン３０の逆止
弁３４に対応しており、逆止弁３４に対する抜止め用のストッパ片となっている。
【００２７】
固定シリンダ１０は、キャップ４０を介し、容器５０の口部５１に装着されている。ただ
し、外フランジ１１ａの下面と、口部５１の上端面との間には、パッキン１５が介装され
ており、外フランジ１１ａの上面とキャップ４０の天面との間には、軟質のパッキン１６
が介装されている。パッキン１６は、キャップ４０の筒部４２の外周に沿って下方に延長
され、その下端は内側に絞られ、筒部４２を貫通する第１のピストン２０の軸部２１の外
周に摺接している。また、固定シリンダ１０の小径部１２には、第２のピストン３０を上
向きに付勢するばね１７が収納されている。そこで、第２のピストン３０は、軸孔２３の
段２３ａに対して傾斜面３１ａを下から係合させることにより、軸孔２３を閉鎖すること
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ができ、ばね１７に抗し、第１のピストン２０に対して下方に相対移動することにより、
軸孔２３を開放することができる。
【００２８】
かかる液体噴射用のポンプ機構の作動は、次のとおりである。
【００２９】
操作ノズル６０、第１のピストン２０、第２のピストン３０は、ばね１７を介し、全体と
して上方に突き上げられて待機している（図１）。このとき、第１のピストン２０は、パ
ッキン１６の下端部を介してスカート部２２の上面がキャップ４０の筒部４２の下端に当
接し、キャップ４０の透孔４１を閉鎖するとともに、上昇限に位置決めされている。
【００３０】
そこで、操作片６１、６１を介して操作ノズル６０を下方に押し操作すると（図１の矢印
Ｋ 1 、Ｋ 1 方向）、第１、第２のピストン２０、３０は、ばね１７に抗し、一体となって
下方に移動することができる（図２）。このとき、第２のピストン３０は、傾斜面３１ａ
を介して第１のピストン２０の軸孔２３を閉鎖しており、逆止弁３４は、連通孔３３ａ、
３３ａを閉鎖している。したがって、第１のピストン２０のスカート部２２から第２のピ
ストン３０のフレア部３２に至る固定シリンダ１０の大径部１１、小径部１２内の空間を
計量室Ａとすれば、計量室Ａ内のエアは、第１のピストン２０によって圧縮されて高圧と
なり、第１のピストン２０に対して第２のピストン３０を下方に相対移動させることがで
きる（図２の矢印Ｋ 2 方向）。そこで、第２のピストン３０は、軸孔２３を開放し、軸孔
２３、６２、ノズルチップ６４を介し、計量室Ａ内のエアを操作ノズル６０の先端から外
部に放出させることができる。
【００３１】
つづいて、操作ノズル６０に加える押圧力を除去すると、ばね１７により、第２のピスト
ン３０、第１のピストン２０、操作ノズル６０は、一体となって上方に移動し、元の待機
状態に復帰する（図１）。このとき、計量室Ａ内が負圧となることにより、吸引チューブ
１３、固定シリンダ１０の吸入口１２ｂ、小径部１２、軸穴３３、逆止弁３４を介し、容
器５０内の液体を計量室Ａ内に吸引することができる。なお、第１のピストン２０が待機
状態に復帰する途中において、スカート部２２の上面がパッキン１６の下端に到達しない
間は、キャップ４０の透孔４１のシールが不完全である。そこで、この間において、透孔
４１、通気孔１１ｂを介し、容器５０内に外気を導入することができる。
【００３２】
つづいて、操作ノズル６０をさらに押し操作すると、計量室Ａ内の液体の圧力が上昇し、
第２のピストン３０が下方に相対移動して軸孔２３を開放する。そこで、第１のピストン
２０は、下方に移動しながら、軸孔２３を介して計量室Ａ内の液体を操作ノズル６０に圧
送し、ノズルチップ６４を介して外部に噴射させることができる。
【００３３】
また、このようにして計量室Ａ内の液体が噴射されると、計量室Ａ内の圧力が低下し、第
２のピストン３０が上方に復帰して軸孔２３を閉じる。そこで、以後、操作ノズル６０に
加える押圧力を除去して第１、第２のピストン２０、３０を上方に復帰させることにより
、容器５０内の液体を計量室Ａ内に吸引させ、さらに、同様の押し操作を繰り返すことに
より、液体を外部に間欠的に噴射させることができる。
【００３４】
なお、第１のピストン２０が上方に復帰するとき、計量室Ａ内に吸引される液体は、計量
室Ａの全体に容易に充満する。計量室Ａの天面は、スカート部２２のガイド面２２ｂを介
し、軸孔２３に向けて傾斜して形成されているから、ここにエアが溜まったり、溜まった
エアが軸孔２３に排出されることなく計量室Ａの上部に停滞したりするおそれが全くない
からである。また、操作ノズル６０を介して第１のピストン２０を押し下げるとき、計量
室Ａ内の液体は、ガイド片２４、２４…の間のスリット２４ｃ、２４ｃ…を介し、各ガイ
ド片２４の外面の膨出部２４ａ、２４ａ…に沿って軸孔２３に円滑に流入することができ
る。そこで、１回の押し操作ごとの液体の噴射量は、計量室Ａによって計量される一定量
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となり、噴射中の液体の噴射圧力も、ほぼ一定に保つことができる。
【００３５】
以上の説明において、操作ノズル６０は、ノズルチップ６４を介し、噴射中の液体に対し
て適当な旋回方向の流れを作り、液体を霧状に噴射するようにしてもよい。また、ガイド
片２４、２４…は、第２のピストン３０を第１のピストン２０に組み付ける際のガイド部
材として使用し、逆止弁３４の抜止めを兼ねるものであるから、これらの機能を必要とし
ないときは、その全部を削除してもよい。ただし、このときの第２のピストン３０は、た
とえば連通孔３３ａ、３３ａとフレア部３２との間において、環状の係合凹部からなる逆
止弁３４の抜止めを外周に形成することができる。
【００３６】
なお、この発明は、点鼻薬や咽喉薬等の薬液の他、液状の化粧品や洗浄剤、油剤等の任意
の液体を棒状または霧状に噴射させる用途に対し、好適に適用することができる。
【００３７】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明によれば、軸孔に向けて傾斜するガイド面を第１のピスト
ンのスカート部の天面に形成することによって、ガイド面は、スカート部の天面、すなわ
ち計量室の上部にエアが溜まることを有効に防止し、計量室の上部のエアを容易に軸孔に
排出することができるから、押し操作ごとに計量室によって計量する液体の量を一定にし
、押し操作ごとの液体の噴射量のばらつきを最少に抑えることができるという優れた効果
がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　全体構成断面図
【図２】　図１の要部拡大図
【図３】　図２の要部拡大斜視説明図
【図４】　図２のＸ－Ｘ線矢視拡大断面図
【図５】　従来技術を示す図２相当図
【符号の説明】
１０…固定シリンダ
１１…大径部
１２…小径部
１２ｂ…吸入口
１７…ばね
２０…第１のピストン
２２…スカート部
２２ｂ…ガイド面
２３…軸孔
２３ａ…段
２４…ガイド片
２４ａ…膨出部
３０…第２のピストン
３４…逆止弁
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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